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授業科目名 文学特論  Specially Literature 

担 当 教 員 名 大石加奈子 

対 象 ク ラ ス 電気電子工学科／電子制御工学科 4 年／制御情報工学科 4 年 

単 位 数 2 単位 

必 修 ／ 選 択 必修 

開 講 時 期 H24 通年／前期／後期 

授 業 区 分 人文 

授 業 形 態 講義・演習 

実 施 場 所 電子制御工学科棟／物質工学科棟 

授業の概要 

 
 

21 世紀の複雑化する社会に対応していくために必要なコミュニケーション能力を養成する。情報化社会
に生きるビジネスパーソンとして、すぐに役立つ論理思考力および表現力を培う。 

準備学習 

 
 
現代文の基礎：１ 語句の理解 ２ 段落の区分  ３ 論の展開の把握   ４ 要旨の把握  ５ 文章の要約 

学習・教育目標 

重み 目標 説明 

 A 工学倫理の自覚と多面的考察力の養成 

 B 社会要請に応えられる工学基礎学力の養成 

○ C 工学専門知識の創造的活用能力の養成 

◎ D 国際的な受信・発信能力の養成 

○ E 
産業現場における実務への対応能力と、自覚的に自己研鑽を継続できる能力
の養成 

C:工学的な解析・分析力、及びそれらを創造的に統合する能力 
 
 

学習・教育目標

の達成度検査 

1. 該当する学習・教育目標についての達成度検査を、年度末の目標達成度試験を持って行う。 
2. プログラム教科目の修得と、目標達成度試験の合格を持って当該する学習・教育目標の達

成とする。 
3.目標達成度試験の実施要領は別に定める。 

授業目標 

 
 

1 工業技術を学ぶうえで基礎となる、適切な言語表現・傾聴・論理思考ができること。 
2 実社会で役立つ研究課題に対し、円滑な会議を通じて解決策をまとめていけること。 
3 組織の目標に向けて、個々の強みを活かして PDCA を回し、成果を出していけること。 
4 Win-Win（相互尊重）の関係を常に意識したコミュニケーションの方法を修得すること。 

授業計画（プログラム授業は原則としてプログラム教員が自由に参観できますが、参観欄に×印がある回は参観できません。） 

回 メ イ ン テ ー マ サ ブ テ ー マ 参観 

第 1 回 
前期オリエンテー
ション 

学習・教育目標、授業目標と概要、スケジュール、評価基準等の説明 
グループによる基礎演習：合意形成の技術 

 

第 2 回  エンジニアリングデザインにいかすファシリテーションの解説  

第 3 回  グループ・ワーク開始 話し合いの基本ルールを決める  

第 4 回  ファシリテーション・グラフィック 議論を描く方法  

第 5 回  ポストイットを用いる視覚化された会議の方法 ロールプレイ演習  

第 6 回  問題解決の基本ステップ：目標設定‐現状分析‐問題探索‐原因究明  

第 7 回  状況把握に役立つ技法：MECE ロジックツリー・フィッシュボーン法  

第 8 回  新しい解決策を出し、まとめる方法：発散・収束技法ﾍﾟｲｵﾌﾏﾄﾘｸｽなど  

第 9 回  プレゼンテーションのシナリオをロジカルに組み立てる  

第 10 回  スライド製作 説得力あるストーリー展開の画面を作る  

第 11 回  スライド製作 聴衆を引き込む伝達方法を体得する  

第 12 回  スライド製作 プレゼンテーションのリハーサルを行う  

第 13 回  提案型プレゼンテーションを行う 反論を述べる技術  

第 14 回  提案型プレゼンテーションを行う 反論に対応する技術  



第 15 回  エンジニアリングデザイン教育 全体の振り返り  

第 16 回 
後期オリエンテー
ション 

学習・教育目標、授業目標と概要、スケジュール、評価基準等の説明  

第 17 回  組織を活性化する積極的傾聴法トレーニング  

第 18 回  プレ社会人としてのコミュニケーション １シーン別 敬語表現法  

第 19 回  プレ社会人としてのコミュニケーション ２面接時のﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ法  

第 20 回  プレ社会人としてのコミュニケーション ３電話での効果的な会話  

第 21 回  エントリーシートの論理的な記述方法 志望動機・自己ＰＲ  

第 22 回  SWOT 分析を用いた問題解決とアローダイアグラムによる実行計画  

第 23 回  アサーティブネス ノーをうまく伝えるためのスキル  

第 24 回  アサーティブ・ネゴシエーション Win-Win 交渉術  

第 25 回  アサーティブ・ネゴシエーション 価格交渉  

第 26 回  論理的なビジネス文書の書き方 1 ビジネス文書とは  

第 27 回  論理的なビジネス文書の書き方 2 伝達効率の高い文章とは  

第 28 回  論理的なビジネス文書の書き方 3 報告書を書く   

第 29 回  論理的なビジネス文書の書き方 4 提案書を書く   

第 30 回  全体の振り返り  

課題とオフィスアワー 

 
 

授業中に課題について説明 
提出期限：出題した 3 週間後 
提出場所：担当者の教員室 
オフィスアワー：昼休みおよび放課後 場所は担当者の教員室 

評価方法と基準 

評価方法（試験は行わない 評価は主として提出されたレポートによって行う） 

 
 

前期レポート 
1 文章のわかりやすさ 2 図解のわかりやすさ 3 独自性 4 有用性 5 演習及びプレゼンテーション 
学年末レポート 
1 論理構成 2 簡潔さ 3 伝達効率 4 強調ポジション 5 演習及びプレゼンテーション 
 

評価基準 

 
 
前期レポート 40%, 後期レポート 40%、プレゼンテーション 10%、提出物 10%、 
（授業目標の達成度を、10%を超えない範囲で評価に反映させる） 

教 科 書 等 授業毎にプリントを配布する 

先 修 科 目 国語 

関連サイトの

U R L 

高 等 教 育 を 活 性 化 す る 大 石 加 奈 子 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ ス キ ル 教 育 
http://oishikanako.com/ 

授業アンケー

ト へ の 対 応 
実社会で役立つコミュニケーション・スキルを体得できる授業を行う 

備 考 

1. 試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検
査に使用することがあります。 

2. 授業参観されるプログラム教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教
員へ連絡してください。 

 

 

 

 

http://oishikanako.com/

